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潮
来
市
農
業
委
員
会
で
は
、
今
年
の
五
月
に
、
大
生
原
地
区
の
耕
作
放
棄
地
二
十
ａ
を
借
り
受
け
て
、

農
地
の
再
生
を
目
指
し
、
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。（
四
頁
関
連
）

作　

業　

風　

景

▲

▲



潮来農委だより （2）平成 25 年８月 1日 　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
想
う

　

稲
穂
が
茂
る
が
ご
と
く
、
農
家
の
皆
様
が
更
に
ご
発
展
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
に
お
き
ま
し
て
は
、
い
つ
も
一
方
な
ら
ぬ
お
力

添
え
に
あ
ず
か
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
夏
も
潮
来
市
内
に
お
い
て
、
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す
る
神
事
・
祭
礼
等
が
、
多

く
の
地
区
で
執
り
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。「
社
稷
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

古
代
中
国
で
、
天
子
や
諸
侯
が
祭
っ
た
土
地
の
神（
社
）と
五
穀
の
神（
稷
）の
意
と

さ
れ
、
農
業
は
古
代
よ
り
人
々
の
生
活
に
密
接
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
農
業
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
問
題
に

大
き
く
揺
れ
て
お
り
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
二
月
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
推
し
進
め

る
安
倍
首
相
は
「
聖
域
な
き
関
税
撤
廃
が
前
提
で
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
」

と
し
て
、
事
実
上
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
を
表
明
し
ま
し
た
。
翌
月
三
月
に
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

交
渉
へ
の
参
加
を
正
式
表
明
し
、
こ
れ
か
ら
の
交
渉
に
日
本
全
国
民
の
関
心
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

関
税
の
撤
廃
に
よ
り
、
米
国
な
ど
か
ら
安
い
農
作
物
（
特
に
米
）
が
流
入
し
、

日
本
の
農
業
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
と
言
わ
れ
、
ま
た
食
品
添
加
物
・
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
・
残
留
農
薬
な
ど
の
規
制
融
和
に
よ
り
、
食
の
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
危
険
を
含
ん
で
い
る
と
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、我
々
農
業
委
員
は
、郷
土
の
か
け
が
え
の
な
い
農
地
を
守
り
、生
か
し
、

次
代
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
委
員
一
丸
と
な
り
、
よ
り
一
層
の
議
論
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
も
農
家
の
皆
様
方
か
ら
の
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

潮
来
市
農
業
委
員
会
会
長

　
　

辻  　
　

慶  　

壽

潮来市農業委員名簿

番号 氏　　　名 担　当　地　区

大　川　茂　衛
齋　藤　隆　夫
高　田　秀　子
橋　本　きくい
高　橋　慶　治
額　賀　勝　男
箕　輪　良　夫
小　澤　　　新
吉　川　吉之助
大　﨑　　　侯
仲　田　　　孝
小　沼　徂　伸
鴇　田　　　学
大久保　髙　明
森　内　泰　男
大　川　尚　昱
榊　原　昭　男
森　内　和　夫
草　野　登美雄
久保庭　武　彦
辻　　　慶　壽

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

水原 3区・釜谷

西・東・小泉

須賀・曲松

日の出

大洲・辻・江寺・貝塚

徳島・福島・米島

大生・大賀

水原2区

永山・牛堀

清水

宿・古宿・赤須

水原1区

潮来

十番・十四番

堀之内

築地

新宮・古高

茂木

下田・宮前

洲崎・前川

上戸

新農業委員紹介
①住　所　　　　　　④所属委員会・役職
②担当地区　　　　　⑤任　期
③所属部会・役職

14  大久保　髙明
①潮来73
②十番・十四番
③農政部会
④広報委員会
⑤（潮来市議会・官選） 2 期

《農業委員就任にあたっての抱負》
混迷する世相の中で、原点に顧り、基幹産業で
ある農政を擁護し、農業者の生活の向上と、食
の安全安心の提供できる環境育成に努めたい。

「芋づる」注意 !!
　道路に「芋づる」が伸びている場所が、潮来市
内でも見受けられ、通行に支障をきたしていると
市民の方からの連絡がありました。土地の所有者・
耕作者の皆さんは、十分注意してください。
　また、そのような場所を見つけた場合は、お近
くの農業委員までご連絡ください。



潮来農委だより（3） 平成 25 年８月 1日

平成25年度の目標及びその達成に向けた活動計画

議案審査の状況を公表します。
農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

1 月 2 月 3 月 4月 5月 6月

農地法第 3条（農地のままでの権利の移転） 2件 2件 3件 4件 1件

農地法第 4条（自己転用）

農地法第 5条（権利の移転を伴う転用） 1件 2件 1件 1件

利用権の設定（農業経営基盤強化促進法による） 6件 20 件 44 件 5件 4件 8件

農地の現況確認証明 1件 1件 1件

その他 1件 1件 1件 1件

農林水産省からの「農業委員会の適正な実務実施について」の通知に基づき、下記の計画

が決定されました。

ⅰ　法令事務 （遊休農地に関する措置）

ⅱ　促進事務等

１ 認定農業者等担い手の育成及び確保

２ 担い手への利用集積

３ 違反転用への適正な対応

現　状
管内の農地面積（A） 遊休農地面積（B） 割合（B/A × 100）

1,797ha 72.5ha 4.03%

目　標 遊休農地の解消面積　3ha

現　状

農家数 1,417 戸 認定農業者 特定農業法人 特定農業団体

うち主業農家 126 戸
51 経営体 0法人 0団体

農業生産法人 0法人

目　標
認定農業者 特定農業法人 特定農業団体

2経営 0法人 0団体

現　状
管内の農地面積 これまでの集積面積 集積率

1,797ha 530ha 29.49%

目　標 集積面積　　　20ha

現　状
管内の農地面積（A） 違反転用面積（B） 割合（B/A × 100）

1,797ha 0.3ha 0.02%

目　標 違反転用の解消面積　　　0.3ha



潮来農委だより （4）平成 25 年８月 1日
　　

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
に
取
り
組
ん
で　
　

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
に
取
り
組
ん
で　
　

農
政
部
会
長　

久
保
庭　

武
彦

　

農
業
委
員
会
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て

　

農
業
委
員
会
視
察
研
修
会
に
参
加
し
て  　　

    

農
地
部
会　

農
地
部
会　

大
川　

茂
衛

大
川　

茂
衛

　

六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け

て
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
視
察
研
修
会
を
行

い
ま
し
た
。
研
修
先
は
、
群
馬
県
伊
勢
崎
市

に
あ
る
「
群
馬
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
」
で

す
。
水
稲
主
体
の
潮
来
の
農
業
で
、
何
か
新

し
い
農
作
物
に
取
り
組
め
な
い
か
と
考
え
た

時
、
果
樹
栽
培
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
て
は

ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
で

今
回
、
果
樹
栽
培
に
つ
い
て
先
進
的
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
同
所
に
研
修
を
お
願
い

し
た
次
第
で
す
。
群
馬
県
伊
勢
崎
市
地
域
は

二
毛
作
地
帯
で
、
研
修
で
訪
れ
た
時
、
麦
の

収
穫
は
終
盤
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
先
「
群
馬
県
農
業
技
術
セ
ン

タ
ー
」
で
は
、
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
果
樹
栽

培
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
お
り
、
担
当
職
員

の
方
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
は
群
馬
県
で
開
発
し
た「
や

よ
い
ひ
め
」
の
交
配
か
ら
誕
生
ま
で
、
栽
培

の
長
所
・
短
所
や
、
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。
潮
来
市
で
も
「
や
よ

い
ひ
め
」
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
の
方
が
い

る
の
で
、自
然
と
質
疑
に
も
力
が
入
り
ま
し
た
。

　

ト
マ
ト
は
、
高
糖
度
ト
マ
ト
の
省
力
生
産

安
定
技
術
の
開
発
、
防
根
透
水
シ
ー
ト
埋
設

機
を
用
い
た
高
糖
度
ト
マ
ト
の
省
力
生
産
技

術
の
開
発
に
つ
い
て
、
ハ
ウ
ス
圃
場
の
現
場

で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
埋
設
機
械
に
つ
い

て
尋
ね
る
と
「
群
馬
県
で
改
良
を
し
て
い
ま

す
。」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

果
樹
類
に
つ
い
て
は
、
梨
・
ぶ
ど
う
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
梨
は
、
剪
定
・

接
木
な
ど
に
つ
い
て
。
ぶ
ど
う
は
、
剪
定
か

ら
果
実
摘
果
、
ジ
ベ
リ
ン
処
理
の
仕
方
、
袋

架
け
、
栽
培
上
の
長
所
、
短
所
や
問
題
点
な

ど
の
お
話
を
聴
け
ま
し
た
。
潮
来
市
で
も
、

ハ
ウ
ス
で
ぶ
ど
う
栽
培
を
し
て
い
る
農
家
の

方
が
い
て
、
農
業
委
員
の
中
に
も
実
際
に
栽

培
し
て
い
る
委
員
も
い
ま
す
。
大
変
興
味
深

い
お
話
が
聞
け
ま
し
た
。
ま
た
、
同
所
に
は

潮
来
市
出
身
の
方
が
い
て
、
思
わ
ぬ
出
会
い

に
、
委
員
一
同
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　

将
来
の
潮
来
の
農
業
を
考
え
た
場
合
、
高

齢
化
や
後
継
者
不
足
で
、
益
々
農
家
離
れ
が

進
み
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
聞
く
こ
と
が
出
来
た
貴
重
な
お
話
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
潮
来
の
農
業
の
活
性
化

に
少
し
で

も
つ
な
げ

て
い
き
た

い
と
思
い

ま
す
。
農

業
委
員
会

と
し
ま
し

て
も
、
今

以

上

に

活
動
し
て

ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
等

に
よ
り
、
全
国
的
に
耕
作
放
棄
地
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
潮
来
市
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
く
、
年
々
増
加
し
て
い
る
現
状

で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
４
月
に
開
催
し
た
農
政
部

会
に
お
い
て
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い

て
協
議
を
行
い
、
そ
の
後
、
全
員
協
議
会
で

決
定
を
し
、
モ
デ
ル
的
に
耕
作
放
棄
地
解
消

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
場

所
は
大
生
原
地
区
で
、
平
坦
で
道
路
に
接
し

た
畑
二
十
ａ
を
、
所
有
者
か
ら
借
り
受
け
ま

し
た
。

　

圃
場
を
見
た
時
、
篠
竹
・
雑
木
等
が
生
茂

り
、
全
て
解
消
す
る
に
は
大
変
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
ま
ず

は
出
来
る
所
ま
で

実
施
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

五
月
十
二
日
に

農
業
委
員
全
員

と
事
務
局
職
員
で

篠
竹
・
雑
木
の
伐

採
を
行
い
、
翌
週

十
九
日
に
、
油
圧

式
シ
ャ
ベ
ル
で
伐

根
・
整
地
を
し

て
、
約
十
ａ
解
消
出
来
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ト
ラ
ク
タ
ー
で
耕
起
等
を
し
て
、
認
定
農
業

者
の
方
に
マ
ル
チ
張
り
等
を
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
六
月
二
十
日
に
は
、
さ
つ
ま
い
も
の

苗
を
植
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
は
、

さ
つ
ま
い
も
の
栽
培
管
理
を
行
い
な
が
ら
、

秋
に
は
、
市
内
の
小
学
生
に
「
い
も
掘
り
体

験
」
を
し
て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
に
取
り

組
ん
で
、
一
度
荒
廃
し
た
農
地
を
元
に
戻
す

の
は
、
大
変
な
労
力
と
資
金
が
か
か
る
こ
と

を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
残
り

の
十
ａ
に
つ
い
て
も
解
消
作
業
を
進
め
、
少

し
で
も
耕
作
放
棄
地
の
解
消
が
で
き
れ
ば
良

い
と
考
え
ま
す
。



潮来農委だより（5） 平成 25 年８月 1日

乳熟期：籾を潰すと、中が固まってお乳熟期：籾を潰すと、中が固まってお
らず、乳液状である時期らず、乳液状である時期

近年、発生が増加している近年、発生が増加している
アカスジカスミカメ（体長5mm程度）アカスジカスミカメ（体長5mm程度）

農地の無断転用
　許可を受けずに農地を転用した場合、農地法に
違反することとなります。
　農地法第４条・第５条に違反し、無断転用をし
た者は、３年以下の懲役又は３００万以下の罰金
に処することとされています（農地法第６４条）。
　農地を農地以外にするときは、農業委員会へご
相談ください。

農業委員会総会日程
農地法の許可申請等は、毎月次の日程で行
われています。
　締　切　日　　　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　　　随　時
　現地調査日　　　　　毎月１８日
　総　会　日　　　　　毎月２５日
※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、変更に
なります。

カメムシ類による斑点米カメムシ類による斑点米

　

本
年
も
、
水
稲
栽
培
の
後
半
を
迎
え
ま

す
。
出
穂
期
〜
収
穫
期
の
管
理
は
、収
量
・

品
質
に
影
響
が
大
き
い
の
で
、
注
意
が
必

要
で
す
。

１　

斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
対
策

　
（
防
除
と
調
整
）

　

カ
メ
ム
シ
類
は
、
イ
ネ
科
の
穂
を
加
害

し
て
「
斑
点
米
」
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
カ

メ
ム
シ
類
は
、
水
稲
の
出
穂
と
同
時
に
水

田
に
進
入
し
て
、
穂
を
加
害
し
ま
す
。
主

に
乳
熟
期
の
加
害
が
、「
斑
点
米
」
発
生

の
中
心
と
な
り
ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
類
の
防
除
は
、
活
動
が
活
発

な
、気
温
が
低
い
時
間
帯
（
早
朝
か
夕
方
）

が
効
果
的
で
す
。
防
除
に
使
用
す
る
農
薬

は
、
安
全
使
用
基
準
に
よ
り
、
使
用
可
能

な
収
穫
前
日
数
が
厳
し
く
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
使
用
す
る
際
に
は
、
ラ
ベ
ル
を
よ

く
読
ん
で
、
農
薬
残
留
事
故
が
無
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
メ
ム
シ
類
に
よ
る
「
斑
点
米
」
粒
は
、

粒
が
小
さ
い
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
1.85
ミ

リ
以
上
の
大
き
い
網
目
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
多
く
を
除
去
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

適
正
な
調
製
で
「
斑
点
米
」
の
低
減
を

図
り
ま
し
ょ
う
。

２　

後
期
水
管
理

　

あ
き
た
こ
ま
ち
は
、出
穂
後
25
日
ま
で
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
出
穂
後
30
日
ま
で
間
断
か

ん
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。
早
期
落
水
は
、

根
の
活
性
を
低
下
さ
せ
、
収
量
・
品
質
低

下
の
要
因
に
な
り
ま
す
。
適
正
な
水
管
理

は
、
根
の
活
力
を
成
熟
ま
で
維
持
し
、 

登

熟
歩
合
を
向
上
さ
せ
、
健
全
な
登
熟
を
促

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
落
水
は
、「
胴
割
れ
粒
」

の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。「
同
割
れ
粒
」は
、

炊
飯
時
に
割
れ
、
中
身
が
流
れ
出
て
、
粘

り
が
低
下
し
、
べ
た
つ
く
食
感
と
な
り
、

食
味
を
著
し
く
低
下
し
ま
す
。

　

本
年
は
、
収
穫
期
が
高
温
・
多
照
で
経

過
す
る
予
報
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

３　

収
穫
適
期

　
「
青
味
も
み
」
率
10
％
か
ら
収
穫
を
厳

守
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
き
た
こ
ま
ち
で
、

出
穂
後
約
35
日
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
40
日

後
が
目
安
で
す
。早
刈
り
は
、「
青
味
も

み
」
が
多
く
な
り
、
品
質
の
低
下
を
招
き
、

さ
ら
に
収
量
も
低
下
し
ま
す
。刈
り
遅
れ

は
、 「
胴
割
れ
粒
」の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

４　

調　

製

（
１
）
水
分
14.5
〜
15.0
％
調
整
を
厳
守

本
県
産
米
は
、
過
乾
燥
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
仕
上
が
り
玄
米
水
分
を
13.5
％
前
後

の
低
水
分
に
す
る
と
、「
胴
割
れ
粒
」
発

生
率
が
よ
り
高
ま
り
ま
す
。

（
２
）
倒
伏
水
稲
収
穫
・
調
整

　

倒
伏
圃
場
で
は
青
米
、
茶
米
、
死
米
、

石
の
混
入
等
が
多
い
の
で
、
調
製
を
十
分

に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
成
熟
や
籾
水
分
が
不
揃
い
で
、

多
く
は
高
水
分
籾
で
す
。
す
ぐ
に
高
温
乾

燥
を
せ
ず
に
、
通
風
の
み
を
行
い
、
全
体

の
籾
水
分
格
差
を
低
下
さ
せ
て
か
ら
、
乾

燥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
水
分
籾
の
乾
燥
に
あ
た
っ
て
は
、
高

温
に
よ
る
急
激
な
乾
燥
を
避
け
、
乾
燥
温

度
40
度
以
下
、適
正
な
毎
時
乾
減
率（
１
時

間
当
た
り
0.5
％
）を
維
持
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

水
稲
出
穂
期
〜
収
穫
期
の
管
理
に
つ
い
て

水
稲
出
穂
期
〜
収
穫
期
の
管
理
に
つ
い
て

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

 

茨
城
県
行
方
地
域

 

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

７
２ 

― 
０
２
５
６

カメムシ防除のカメムシ防除の
補助金について補助金について

補 助 単 価：　１，０００円 /１０a（上限）
補助対象者：　①潮来市に住民登録がある農業者　　②生産調整達成者
　申請方法など、詳しくは下記までお問い合わせください。
　　■潮来市農政課（TEL　63-1111、内線264・265）
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会
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之
助
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員
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新
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大　

﨑　
　
　

侯
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員　

 

大
久
保　

髙　

明

委　
　

員　

 

榊　

原　

昭　

男

委　
　

員　

 

久
保
庭　

武　

彦

選
挙
人
名
簿
受
付
（
４
日
〜
10
日
）

新
春
賀
詞
交
歓
会

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
告
示
日

鹿
行
地
区
農
業
委
員
会
及
び
関
係
機
関
に

よ
る
農
政
会
議
（
行
方
市
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
投
票
日

農
地
部
会

１
月
定
例
総
会
・
選
挙
人
名
簿
審
査

選
挙
人
名
簿
を
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送

付行
方
地
域
農
業
改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
レ
イ
ク
エ
コ
ー
）

新
任
農
業
委
員
辞
令
交
付
式
（
選
任
委
員
）

臨
時
総
会
・
新
任
農
業
委
員
研
修
会

農
地
と
担
い
手
を
守
り
活
か
す
運
動
推
進

大
会
（
小
美
玉
市
）

認
定
農
業
者
経
営
相
談
会

農
政
部
会

市
農
業
委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
研
修
会

（
水
戸
市
）

元
気
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
支
援
会
議

農
地
部
会

潮
来
市
大
規
模
稲
作
研
究
会
総
会

農
作
業
標
準
賃
金
協
議
会

２
月
定
例
総
会
・
農
政
部
会
・
広
報
委
員
会

買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
研
修
会

（
潮
来
ホ
テ
ル
）

女
性
農
業
委
員
活
動
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
東
京
都
）

県
農
業
会
議
定
例
総
会
・
県
農
政
活
動
推

進
本
部
代
議
員
総
会
（
水
戸
市
）

農
地
部
会

３
月
定
例
総
会
・
農
地
部
会
・
役
員
会

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
理
事
会

１
月
４
日

５
日

13
日

17
日

20
日

21
日

24
日

31
日

２
月
１
日

４
日

８
日

13
日

14
日

15
日

18
日

20
日

21
日

26
日

27
日

８
日

18
日

19
日

25
日

27
日

４
月
11
日

16
日

18
日

19
日

25
日

５
月
12
日

16
日

18
日

19
日

20
日

25
日

29
日

30
日

６
月
14
日

18
日

20
日

24
日

25
日

７
月
４
日

５
日

９
日

11
日

18
日

25
日

31
日

農
政
部
会

県
農
業
会
議
臨
時
総
会
、
会
長
・
局
長
研

修
会
（
水
戸
市
）

役
員
会
・
農
地
部
会

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
定
期
総
会

（
行
方
市
）

４
月
定
例
総
会

あ
や
め
園
整
備
事
業

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
（
草
刈
・
倒
木
）

農
業
委
員
会
会
長
・
局
長
会
議
（
大
洗
町
）

（
16
日
〜
17
日
）

水
郷
潮
来
あ
や
め
ま
つ
り
大
会
開
会
式

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
（
抜
根
・
整
地
）

農
地
部
会

５
月
定
例
総
会

潮
来
市
認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
総
会

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
（
東
京
都
）

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
理
事
会

潮
来
市
農
業
再
生
協
議
会
総
会

農
地
部
会
・
広
報
委
員
会

耕
作
放
棄
地
解
消
事
業
（
い
も
苗
植
え
）

霞
ヶ
浦
北
浦
治
水
利
水
環
境
促
進
同
盟
会

通
常
総
会
（
行
方
市
）

６
月
定
例
総
会

農
業
委
員
会
全
体
研
修
会
（
群
馬
県
）

（
25
日
〜
26
日
）

行
方
地
域
農
業
振
興
協
議
会
定
例
総
会

茨
城
農
業
改
革
推
進
大
会
（
水
戸
市
）

常
陸
川
水
流
調
整
対
策
協
議
会（
神
栖
市
）

農
業
委
員
会
行
方
地
域
協
議
会
研
修
会

（
神
奈
川
県
）（
11
日
〜
12
日
）

農
地
部
会
・
広
報
委
員
会

７
月
定
例
総
会
・
農
業
者
年
金
研
修
会

い
ば
ら
き
女
性
農
業
委
員
の
会
定
例
総
会

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
前
期
分
）

農
業
委
員
会
活
動
報
告
（
前
期
分
）

農業者年金
購読者のための公的な積立年金！
　 「農業者年金」でしっかり積立！
　　　　　　　安心で豊かな老後を！
　①国民年金の第 1号被保険者で
　②年間60日以上農業に従事する
　③60歳未満の方なら、どなたでも加入できます!!
　　お問い合わせは、農業委員会へどうぞ
　　　　　　（☎ 63-1111、内線 271・272）

農業情報が満載！
「全国農業新聞」で一歩進んだ
農業経営と豊かな家庭を！
発行日／毎週金曜日　 購読料／月 600 円
　お申し込みは、農業委員会へどうぞ
　　　　（☎ 63-1111、内線 271・272）

全国農業新聞

　

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
異
常
気
象
と
な

り
、
猛
暑
と
雨
不
足
の
日
々
が
続
き
、
何
か

と
農
作
業
や
作
物
管
理
等
に
御
苦
労
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
遊
休
農

地
の
増
加
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
等
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
と
も
に
、
多
く
の

課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
、
若
い
人
達
が
進
ん

で
就
農
で
き
る
よ
う
な
社
会
や
環
境
の
整
備

と
、
明
る
く
希
望
に
満
ち
た
農
業
政
策
を
期

待
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
ご
意
見
等
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
農
業
委
員
会
活
動
の
充
実
と
、

農
委
だ
よ
り
の
誌
面
の
充
実
に
、
な
お
一
層

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
水
分
の
補
給

に
は
気
を
配
る
な
ど
、
農
作
業
中
の
事
故
防

止
に
は
十
分
に
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
澤　

新


